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※鉄道むすめは、株式会社トミーテックが展開する、全国の鉄道事業者の制服を着たキャラクターです。 

温暖化防止活動推進センター通信 
JA ながの女性部ちくま地区班長研修会 2024/7/17 

「楽しく！無理なく！得をする！私たちにできる省エネ」 
NPO 法人みどりの市民 渡辺ヒデ子さん（県推進員）・小杉良子さん（エコ・クッキングナビゲーター） 

持ち時間は  時間で、最初の  分、渡辺ヒデ子推進員が、
“ ゼロカーボンに向けて家庭でできる省エネ”について配
布資料を紹介しながらお話され、後半  分で、小杉良子さんが
「キャロットオレンジ寒天」の調理を実演されました。 

信州ならではの朝夕の涼しさの活用法 
信州は一日の寒暖差が ℃ほどあります。朝、起きたら窓
を開けて室内に涼しい空気を入れましょう。対角線となる
窓を開けるなど、“風の通り道”を上手につくるのがポイン
ト。エアコンの使用時間を少なくできます。日中、暑くな
ってきたら窓・カーテンなどを閉めて、適宜、扇風機・エ
アコンなどで過ごしましょう。夕方、外気温が下がったら、
再び窓を開けてエアコンをオフに。 

キャロットオレンジ寒天づくりのエコポイント                           

●ニンジンは皮ごと薄く輪切りにし、葉の付け
根ギリギリで切ってゴミ減量。●ニンジンを茹で
るときはひたひたの水で。ゆで汁は取っておく。
（節水）●ゆでたニンジン・オレンジジュースを 
ミキサーにかけてボウルにあけた後、取
りおいたゆで汁をミキサーに入れて攪
拌、その水も寒天液に使えば、ミキサー
内も洗えて一石二鳥！●ゴムベラを上 

手に使ってゴミ減量。●寒天は常温で固まるので省エネに。 

 約  名の参加者は、資料に熱心に目を通しながら聴講、
調理実演では身を乗り出して手さばきを見つめ、一口ずつの
試食も大好評でした。アンケートには「身近な内容でわかり
やすく、改めて考えようと思った」「ゼリーおいしかったので
ぜひ作ってみたい」「日々の生活を見直し、エコクッキングを
心掛けたい」という声が寄せられました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 〔実施期間〕 2024.9/20㊎㊎  ―10/4㊎㊎ 
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❷ 

●人の本来の暮らし～自然で生来的な伝統社会    

限りある資源の枯渇をどのように防ぐか、が
今の最大の課題といえるでしょう。その一つの
ヒントが、産業革命前の生活です。市場経済が世
界に広がる前、人々は長い間どのような仕組み
で暮らしを支えていたのでしょうか？ 

ポランニーさんは、市場経済が人為的なも
ので、人間にとって必須のものではないと述べ
ています。自然で生来的な伝統社会においては、
人々は「互酬（相互扶助的な依存関係）」と「再
分配（物資の集約と公平な分配）」と「家政（家
族の自給自足）」によって生活を維持してきたの
であり、今でも人はそのような暮らしに親和的
であると考えられます 。また、日本の伝統的共
同体を調べてきた内山 節さんは、日本の共同体
が農的定常型社会であり「自然と人間が結び、人
間が共有世界をもって生きていた精神が共同体
の基層」をなしていると述べています 6。 
このような、自然の循環の範囲内で土地に根を

張って暮らす生き方が、農村には文化として受け
継がれています。人間は長い間、具体的な自然の
恵みと身体ごと交流しながら生きてきました。
自然の時間に合わせた暮らし、人間と人間以外
の自然との間の物質循環。新しく蘇らせたその
術が、将来の生活を支えてくれるのではないで
しょうか。 
●経済指標の変更                     

脱炭素とは、単に 排出量をゼロにするこ
とだけが目的ではなく、環境収容力を超えた諸
物質の排出や化学肥料の使用を削減し、大規模
土地改変を抑え、生物多様性を保全することだ
と考えられます。そのためには経済を「GDP の

果てしなき成長」追求型から、生態学的上限と社
会的基礎の限界の範囲（前頁図の白い部分）に抑
えるための変革が必要です 。 
経済をストックで評価するという考え方があ
ります 。経済の指標をフロー（一定期間の流れ）
からストック（ある時点での蓄積）で判断するもの
で、例えば、交通網や水道や送電線等の社会的な
インフラ、教育、医療体制、地下資源や地域の自
然景観等の社会的な資産がストックに当たりま
す。それら資産を減らす行為が「消費」、増やす
行為を「生産」とすれば、伝統的な農的文化はき
わめて「生産的」といえます。 
冒頭で紹介した農村体験では、ある生徒の言
葉が印象に残りました。「将来はこういうところ
に住んでみたい」。豊かなストックには人に響く
普遍的な価値があるのかもしれません。 

●陸 ⻫（くが ひとし）プロフィール 
1996 年⻑野県環境保全研究所研究員、2009 年同温暖
化対策班主任研究員、2014 年同⾃然環境部⻑、2024
年 4 月から現職。これまで環境教育の推進、野⽣動物
対策（主にニホンザル）に携わる。 

 

月日㊎に長野市と長野市センター共催による親子環境バスツ
アーが開催され、 名が参加しました。ダム見学や自然観察会を通
して、地球温暖化の現状と自然を守ることの大切さを学び、温暖化防
止対策について自ら考え、行動を起こす機会となることを目的として
企画したものです。当日は日差しが強く暑い中、午前中は裾花ダムで、
温暖化による豪雨などの気候変動がダムの運転にどのような影響を
与えているかお話を伺いま 
した。裾花ダム発電所は、
長野市の一般家庭の約 

,世帯分にあたる電力を発電しているそうです。午後は会場を
飯綱高原の大谷地湿原に移し、長野市森林いのしか対策課の倉島
寛さんの案内で遊歩道を歩きました。参加者からは「恐竜のいた時
代みたい」「野生のいちごがあった」「大笹の葉で音を鳴らしたのが
面白かった」などの声をいただき、自然の営みを肌で感じることがで
きたようでした。  
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親子環境バスツアーを開催しました♪ 長野市センター 
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